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態
把
握
し
て
い
る
か
。

市
長　

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
、

第
三
者
評
価
等
に
よ
り
適
切
な

把
握
に
努
め
て
い
る
。

議
員　

病
児
だ
け
で
な
く
、
保

育
園
閉
鎖
の
際
に
は
、
健
康
児

へ
の
保
育
も
課
題
だ
。
保
育
所

等
の
閉
鎖
へ
の
所
見
を
伺
う
。

市
長　

保
育
施
設
の
閉
鎖
は
児

童
・
保
護
者
へ
の
影
響
を
考
慮

（
６
面
へ
続
く
）

し
、
慎
重
に
判
断
し
て
い
く
。

議
員　

保
育
園
の
閉
鎖
は
、
ひ

と
り
親
家
庭
に
は
特
に
負
担
が

大
き
い
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
等
を
活
用
し
、

支
援
事
業
を
拡
大
せ
よ
。

健
康
福
祉
部
調
整
担
当
部
長　

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉ご
み
問
題
／

労
働
安
全
衛
生
対
策
に
つ
い
て

に
じ
色
の
つ
ば
さ　

半
田　

伸
明　

議
員

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

役
割
を
改
め
て
検
証
せ
よ

議
員　

本
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
改

め
て
議
論
を
整
理
す
る
必
要
が

あ
る
。
導
入
の
経
緯
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　

い
わ
ゆ
る
交

通
不
便
地
域
を
解
消
す
る
た
め

導
入
し
た
経
過
が
あ
る
。

議
員　

現
在
の
運
行
状
況
を
ど

う
考
え
る
か
。成
功
か
失
敗
か
。

都
市
整
備
部
長　

成
功
で
も
失

敗
で
も
な
く
、
絶
え
ず
改
善
が

必
要
な
施
策
だ
と
考
え
る
。

議
員　

国
に
よ
る
生
活
交
通
路

線
へ
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
、

今
後
の
活
用
の
方
針
を
聞
く
。

都
市
整
備
部
長　

制
度
の
活
用

の
た
め
、
早
期
の
条
件
整
備
や

総
合
的
な
交
通
計
画
の
作
成
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

議
員　

市
民
の
移
動
手
段
確
保

へ
の
市
の
関
わ
り
方
を
検
証
す

べ
き
だ
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

は
収
支
の
均
衡
を
図
る
こ
と
が

困
難
で
あ
り
、
営
利
的
な
側
面

で
は
な
く
、
生
活
交
通
確
保
と

い
う
公
益
的
視
点
で
と
ら
え
直

す
必
要
が
あ
る
。
生
活
基
盤
と

し
て
の
公
共
交
通
の
価
値
を
再

評
価
し
、
公
益
事
業
と
し
て
戦

略
的
に
資
金
を
投
入
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。見
解
を
伺
う
。

市
長　

長
寿
社
会
を
迎
え
る

中
、
市
民
の
移
動
手
段
確
保
に

つ
い
て
、
基
礎
自
治
体
が
担
う

べ
き
役
割
は
あ
る
と
考
え
る
。

総
合
的
な
交
通
計
画
を
策
定
す

る
中
で
、
事
業
の
公
益
性
に
つ

い
て
十
分
協
議
し
て
い
く
。

議
員　

地
域
公
共
交
通
会
議
を

充
実
さ
せ
、
本
市
の
公
共
交
通

を
い
か
に
発
展
さ
せ
る
か
が
課

題
だ
。
現
在
の
路
線
の
必
要
性

を
検
証
し
、
市
内
の
交
通
体
系

の
組
み
立
て
を
事
業
者
任
せ
で

な
く
、
自
治
体
が
主
導
的
に
行

う
必
要
が
あ
る
。
公
共
交
通
の

利
用
を
促
す
側
面
と
組
み
立
て

て
い
く
側
面
を
重
視
し
、
三
鷹

市
独
自
の
公
共
交
通
の
あ
り
方

を
考
え
る
べ
き
だ
。

都
市
整
備
部
長　

公
共
交
通
の

あ
り
方
を
検
討
す
べ
き
時
期
で

あ
り
、
地
域
公
共
交
通
会
議
で

論
点
整
理
を
始
め
て
い
る
。

政
新
ク
ラ
ブ　

渥
美　

典
尚　

議
員

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
せ
よ

議
員　

高
齢
社
会
を
迎
え
、
だ

れ
も
が
認
知
症
の
方
と
接
す
る

機
会
が
増
え
て
く
る
。
認
知
症

に
つ
い
て
の
知
識
や
心
構
え
を

学
ぶ
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
は
大
変
有
効
で
あ
り
、
よ

り
広
く
普
及
さ
せ
る
べ
き
だ
。

こ
の
講
座
は
、
厚
生
労
働
省
の

「
認
知
症
を
知
り
地
域
を
つ
く

る
10
カ
年
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

一
環
で
あ
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
100
万
人
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
事

業
に
お
け
る
取
り
組
み
だ
。
市

は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
仕
組

み
を
ど
の
よ
う
に
評
価
・
活
用

し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長　

地
域
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

実
施
し
て
き
た
。
受
講
し
た
サ

ポ
ー
タ
ー
が
身
近
な
地
域
で
認

知
症
の
方
の
見
守
り
支
援
を
行

う
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

議
員　

本
市
に
お
け
る
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
開
催

回
数
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の

人
数
を
伺
う
。
他
の
自
治
体
と

比
較
し
て
ど
う
考
え
る
か
。

市
長　

平
成
20
年
２
月
か
ら
平

成
20
年
度
末
ま
で
に
９
回
、
今

年
度
は
現
時
点
で
２
回
開
催
し

た
。講
座
を
受
講
し
、認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
た
人
は
374
人

で
あ
る
。
先
行
実
施
し
た
近
隣

市
は
、本
市
よ
り
人
数
が
多
い
。

今
後
、養
成
を
一
層
進
め
た
い
。

議
員　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
の
開
催
回
数
を
増
や
す

た
め
、
他
団
体
へ
講
座
開
催
を

促
す
工
夫
が
さ
ら
に
必
要
だ
。

様
々
な
講
演
会
や
勉
強
会
等
、

人
の
参
集
が
見
込
め
る
場
で
の

開
催
を
要
請
し
て
は
ど
う
か
。

直
接
の
打
診
の
ほ
か
、
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
目
立
つ
形
の

Ｐ
Ｒ
も
必
要
だ
。対
応
を
伺
う
。

市
長　

町
会
・
自
治
会
、
住
民

協
議
会
、
福
祉
事
業
所
等
に
呼

び
か
け
て
き
た
。
引
き
続
き
地

域
で
活
動
し
て
い
る
様
々
な
団

体
へ
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉「
三
鷹
市
暫

定
管
理
地
（
多
摩
青
果
跡
地
）

の
積
極
活
用
」
に
つ
い
て

政
新
ク
ラ
ブ　

加
藤　

浩
司　

議
員

緑
の
保
全
や
創
出
に
よ
る

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
を

議
員　

緑
と
水
の
公
園
都
市
を

掲
げ
る
三
鷹
市
に
と
っ
て
、
緑

の
保
全
・
創
出
に
よ
る
ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和
対
策

は
大
き
な
課
題
だ
。
既
存
の
緑

の
保
全
、
都
市
農
業
の
安
定
化

を
図
る
と
と
も
に
、
建
築
物
の

屋
上
緑
化
、
公
園
や
校
庭
の
芝

生
化
に
取
り
組
む
な
ど
、
総
合

的
な
対
策
を
効
果
的
に
推
進
す

る
こ
と
が
必
要
だ
。
既
存
の
建

物
の
屋
上
緑
化
も
技
術
的
に
は

難
し
い
も
の
で
は
な
い
と
考
え

る
が
、
公
共
施
設
の
屋
上
緑
化

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

三
鷹
市
緑
化
基
準
に
基

づ
き
、
公
共
施
設
の
新
築
・
建

て
替
え
等
に
当
た
り
、
建
築
物

の
屋
上
緑
化
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
施
設
の
構
造
や
利
用
形
態

を
勘
案
し
な
が
ら
、
屋
上
緑
化

な
ど
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

本
市
で
は
三
鷹
市
環
境

配
慮
指
針
に
基
づ
き
、
景
観
・

緑
化
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
な
ど

開
発
事
業
の
計
画
段
階
に
お
け

る
環
境
配
慮
基
準
を
定
め
て
い

る
。
今
後
、
建
築
物
が
環
境
に

影
響
を
与
え
る
こ
と
の
周
知
徹

底
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
影

響
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
の
施
策

が
求
め
ら
れ
る
。
環
境
配
慮
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

三
鷹
市
は
市
民
及
び
事

業
者
と
協
働
で
持
続
的
発
展
が

可
能
な
循
環
型
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
き
た
。
今
後
も
開
発

事
業
者
に
対
し
環
境
配
慮
制
度

の
理
念
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る

と
と
も
に
、
緑
化
基
準
、
建
設

資
材
の
再
利
用
な
ど
環
境
配
慮

基
準
を
遵
守
し
て
も
ら
い
、
と

も
に
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象

の
緩
和
に
努
め
て
い
き
た
い
。

議
員　

市
内
の
小
中
学
校
で
は

第
一
小
学
校
を
は
じ
め
と
し
て

校
庭
の
芝
生
化
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。
校
庭
の
芝
生
化
推
進
に
よ

る
緑
の
創
出
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　

平
成
20
年
度
か
ら
都

の
補
助
金
を
活
用
し
て
校
庭
の

芝
生
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
も
環
境
教
育
の
推
進
と
さ

ら
な
る
緑
化
に
努
め
た
い
。

政
新
ク
ラ
ブ　

土
屋　

健
一　

議
員

新
た
な
魅
力
を
創
造
し

発
信
し
続
け
る
ま
ち
を

議
員　

高
環
境
・
高
福
祉
の
ま

ち
を
目
指
し
、
先
駆
的
な
施
策

に
取
り
組
む
本
市
の
魅
力
に
つ

い
て
、
基
本
的
認
識
を
問
う
。

市
長　

豊
か
な
自
然
、
歴
史
、

文
化
、
産
業
な
ど
多
様
な
魅
力

に
満
ち
た
ま
ち
だ
と
考
え
る
。

議
員　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
以
外
で

は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
三
鷹

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
る
か
。

市
長　

雑
誌
「
東
京
人
」
で
、

太
宰
治
を
特
集
し
た
。
ま
た
、

新
聞
や
テ
レ
ビ
を
通
じ
た
情
報

発
信
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

議
員　

電
子
看
板
を
Ｊ
Ｒ
三
鷹

駅
等
に
設
置
し
、
イ
ベ
ン
ト
等

の
情
報
を
流
し
て
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
技
監　

検
討
し
た

が
、
断
念
し
た
経
過
が
あ
る
。

現
状
で
の
設
置
は
困
難
だ
。

議
員　

「
三
鷹
市
民
の
歌
」
は

そ
う
快
で
魅
力
の
あ
る
曲
だ
。

ぜ
ひ
市
民
大
会
等
で
使
用
し
、

周
知
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

市
長　

成
人
式
等
で
会
場
内
に

流
し
て
い
る
。

議
員　

都
内
の
美
術
館
や
博
物

館
等
の
入
場
券
・
割
引
券
が
つ

づ
ら
れ
た「
東
京
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
ぐ
る
っ
と
パ
ス
２
０
０
９
」

は
三
鷹
市
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
等

で
も
使
え
る
。
利
用
者
増
と
観

光
客
誘
致
に
向
け
、
①
積
極
的

に
Ｐ
Ｒ
せ
よ
②
山
本
有
三
記
念

館
の
追
加
を
要
請
す
べ
き
だ
。

生
活
環
境
部
調
整
担
当
部
長　

①
様
々
な
方
法
で
、
よ
り
一
層

効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
い
。

第
一
副
市
長　

②
内
部
で
検
討

し
て
い
き
た
い
。

議
員　

都
立
井
の
頭
恩
賜
公
園

の
井
の
頭
池
近
辺
は
、
大
半
が

三
鷹
市
の
区
域
内
に
あ
る
。
積

極
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
だ
。

第
一
副
市
長　

機
会
あ
る
ご
と

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

魅
力
の
全
国
発
信
に
は

知
名
度
ア
ッ
プ
が
第
一
に
必
要

だ
。
さ
ら
に
利
便
性
向
上
の
観

点
か
ら
も
、
天
気
予
報
の
地
名

表
示
に
三
鷹
を
加
え
る
よ
う
気

象
庁
等
に
要
請
で
き
な
い
か
。

市
長　

今
後
、
気
象
庁
等
に
確

認
し
つ
つ
検
討
し
た
い
。

政
新
ク
ラ
ブ　

伊
東　

光
則　

議
員

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

行
動
計
画
を
早
期
に
策
定
せ
よ

議
員　

メ
キ
シ
コ
等
で
の
感
染

者
急
増
を
受
け
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世

界
保
健
機
関
）
は
４
月
30
日
に

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
警
戒

水
準
を
フ
ェ
ー
ズ
５
と
発
表
し

た
。
本
市
は
５
月
18
日
に
対
策

本
部
を
設
置
し
た
が
、
そ
の
役

割
と
設
置
時
期
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
判
断
が
あ
っ
た
の
か
。

市
長　

市
民
の
健
康
と
安
全
を

守
り
、混
乱
を
生
じ
さ
せ
ず
、感

染
拡
大
を
防
ぐ
対
策
を
検
討
す

る
こ
と
を
本
部
の
役
割
と
位
置

づ
け
、
全
庁
的
に
迅
速
な
対
応

が
必
要
と
判
断
し
設
置
し
た
。

議
員　

５
月
22
日
に
三
鷹
市
民

の
感
染
が
確
認
さ
れ
た
が
、
市

民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
等
に
混

乱
な
く
対
応
で
き
た
の
か
。

市
長　

積
極
的
に
各
関
係
機
関

と
密
接
な
連
絡
を
と
り
、
情
報

収
集
に
努
め
、
対
応
し
た
。

議
員　

市
民
へ
の
広
報
・
周
知

が
必
要
だ
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
頻
繁
に
更
新
さ
れ
内
容
も

わ
か
り
や
す
い
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
が
整
っ
て
い
な
い

市
民
も
数
多
く
存
在
す
る
。
町

内
会
等
で
広
報
に
協
力
し
て
も

ら
う
仕
組
み
が
で
き
な
い
か
。

市
長　

適
時
適
切
に
、
不
安
感

を
あ
お
ら
な
い
よ
う
な
手
段
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

児
童
・
生
徒
、
保
護
者

に
対
す
る
情
報
提
供
と
指
導
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
た
の
か
。

教
育
部
長　

児
童
・
生
徒
、教
職

員
に
登
校
前
の
検
温
、
体
調
チ

ェ
ッ
ク
を
指
導
し
、
保
護
者
へ

状
況
・
対
応
の
通
知
を
行
っ
た
。

議
員　

今
回
の
事
態
を
踏
ま
え

三
鷹
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

行
動
計
画
の
策
定
に
お
い
て
考

慮
す
べ
き
点
を
聞
く
。

市
長　

今
回
の
発
症
例
で
の
感

染
が
弱
毒
性
で
あ
る
こ
と
や
地

域
性
等
を
考
慮
し
て
柔
軟
な
対

応
を
図
る
方
針
に
改
定
し
た
。

議
員　

市
内
の
各
医
療
機
関
と

の
連
携
と
と
も
に
実
際
の
事
態

を
想
定
し
た
訓
練
が
必
要
だ
。

市
長　

医
療
関
係
者
と
市
職
員

が
防
護
服
を
着
用
す
る
な
ど
し

て
訓
練
に
参
加
し
て
い
る
。

議
員　

三
鷹
子
ど
も
憲
章
の
普

及
・
啓
発
に
は
小
中
学
校
や
保

市内を走るコミュニティバス

三鷹市公会堂別館の「屋上庭園」

政
新
ク
ラ
ブ　

伊
藤　

俊
明　

議
員

子
ど
も
の
笑
顔
が

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を


